
県
本
部
は
９
月

10日
、
執

行
委
員
会
を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で

開
催
し
、

17単
組

21人
が
参

加
。
情
勢
と
経
過
報
告
に
続

い
て
、
秋
季
要
求
課
題
と
し

て
、
先
月
の
執
行
委
員
会
で

学
習
し
た
、
①

22人
勧
、
②

９
月
・

12月
議
会
で
の
条
例

改
正
が
予
定
さ
れ
る
定
年
引

上
げ
、
③

10月
か
ら
一
部
制

度
変
更
の
ケ
ア
労
働
者
処
遇

改
善
の
課
題
と
ポ
イ
ン
ト
を

踏
ま
え
た

10月
県
本
部
秋
季

統
一
要
求
で
の
日
程
と
要
求

内
容
を
提
案
し
協
議
。
定
年

引
上
げ
で
の
課
題
も
再
度
確

認
し
ま
し
た
。
今
後
の
と
り

く
み
と
し
て
、
大
洲
市
職
の

奮
闘
も
参
考
に
し
た
「
ほ
こ

イ
カ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
・

同
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
、

22～

23働
く
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
ま
た
自
治

労
連
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

見
直
し
等
の
質
問
・
要
望
に

つ
い
て
現
状
を
報
告
し
、
対

応
の
方
向
性
を
協
議
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、

10月
８
日
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
現
業
学
習
交
流
集
会
、

10

月
１
・
２
日
「
全
国
自
治
研
」
、

11月
６
日
「
県
自
治
研
」
へ

参
加
を
提
起
。
各
単
組
か
ら

の
報
告
で
は
「
統
一
要
求
は

項
目
が
多
岐
に
わ
た
る
の
で

項
目
を
絞
っ
て
回
答
を
求
め

て
は
ど
う
か
」
「
ほ
こ
イ
カ

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
実
名
記
載

で
職
場
状
況
が
書
か
れ
て
い

て
、
職
場
に
入
っ
て
の
状
況

把
握
を
検
討
中
」
「
職
場
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
予
定
」
「
婦

人
部
懇
談
会
の
９
月
中
開
催

に
向
け
て
準
備
中
」
「
定
期

大
会
へ
新
た
な
執
行
委
員
の

選
定
な
ど
準
備
進
め
て
い
る
」

「
職
場
懇
談
会
を
予
定
」

「
定
年
引
上
げ
の
学
習
会
を

９
月
中
に
実
施
す
る
た
め
の

準
備
中
」
「
職
場
オ
ル
グ
で

人
勧
説
明
と
あ
わ
せ
て
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
予
定
」
「
医
療
従
事

者
を
理
由
に
行
動
制
限
が
厳

し
く
課
さ
れ
て
い
て
職
員
の

ス
ト
レ
ス
も
高
く
、
離
職
者

も
出
て
い
る
」
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

８
月

28・

29日
に
か
け
て
、

自
治
労
連
第

44回
定
期
大
会

が
ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
さ
れ
、
２

日
間
で

31地
方
組
織
・

10県

事
務
所
４
５
３
人
（
愛
媛
代

議
員
７
人
）
が
参
加
。
今
後

３
年
間
の
運
動
の
方
向
性
と

１
年
間
の
た
た
か
う
方
針
を

確
立
し
ま
し
た
。
「
公
共
を

国
民
・
住
民
の
手
に
取
り
も

ど
す
」
運
動
方
針
に
基
づ
き

「
い
の
ち
を
守
る
運
動
」

「
憲
法
大
運
動
」
「
誇
り
と

怒
り
の
３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
」

を
柱
に
、
組
織
拡
大
と
要
求

実
現
を
一
体
に
「

30万
自
治

労
連
、

10万
非
正
規
公
共
」

の
目
標
の
早
期
達
成
を
。

「
青
プ
ロ
」
を
起
点
に
青
年

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
さ
せ
、

自
治
労
連
の
未
来
づ
く
り
を

す
す
め
る
こ
と
な
ど
を
確
認
。

討
論
で
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
か

ら
住
民
を
守
り
奮
闘
す
る
組

合
員
の
姿
、
賃
上
げ
・
賃
金

改
善
、
ケ
ア
労
働
者
処
遇
改

善
、
ほ
こ
イ
カ
ア
ン
ケ
ー
ト
・

３
Ｔ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
仲
間
を

増
や
し
な
が
ら
前
進
し
た
と

り
く
み
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
愛
媛
は
内
子
町
職
・
山

中
委
員
長
「
内
子
町
で
の
初

任
給
改
善
と
単
組
活
動
」
愛

媛
県
本
部
・
堀
川
書
記
次
長

「
青
プ
ロ
四
国
」
を
発
言
。

討
論
の
後
、
運
動
方
針
・
予

算
等
が
採
択
さ
れ
、
大
会
宣

言
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
。

最
後
に
桜
井
委
員
長
が
「
全

国
の
仲
間
、
つ
な
が
ろ
う
、

続
け
よ
う
、
立
ち
上
が
ろ
う
」

と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

大
洲
市
職
は
９
月
２
日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
７
人

が
参
加
。
８
月
中
旬
か
ら
配

布
し
た
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
「
ほ
こ
イ
カ
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
収
・
集
約
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

配
布
に
あ
た
り
大
洲
市
で
働

く
す
べ
て
の
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
配
布
で
き
る
よ
う
入

念
に
準
備
を
重
ね
ま
し
た
。

各
課
ご
と
の
会
計
年
度
任
用

職
員
数
を
総
務
課
に
尋
ね
、

そ
の
情
報
を
基
に
本
庁
各
課
、

保
育
園
、
公
民
館
な
ど
出
先

機
関
も
含
め
た
す
べ
て
の
職

場
宛
の
配
布
回
収
用
封
筒
を

作
成
。
組
織
拡
大
推
進
委
員

が
全
て
の
職
場
を
訪
問
し
手

渡
し
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
。

そ
の
際
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の

意
義
、
回
収
日
」
な
ど
を
伝

え
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
は
配

布
枚
数
約
３
６
０
枚
に
対
し

２
９
４
通
も
の
回
答
が
寄
せ

ら
れ
、
執
行
委
員
全
員
で
回

答
内
容
の
手
書
き
記
載
欄
を

中
心
に
回
覧
し
て
み
る
と

「
低
賃
金
や
雇
用
不
安
の
意

見
が
非
常
に
多
い
」
「
自
分

た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
要
求
が

間
違
っ
て
い
な
い
と
確
信
が

持
て
る
」
「
要
求
で
改
善
し

て
き
た
部
分
の
周
知
が
足
り

な
い
も
の
も
あ
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
９

月
中
旬
を
メ
ド
に
集
約
し
、

秋
季
要
求
と
あ
わ
せ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
職
場
に
返
し

組
織
拡
大
に
も
つ
な
げ
よ
う

と
話
し
て
い
ま
す
。

（１） 第５４８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ９月２０日

第 ５４８ 号

日 程

【９月】

21 県公務員共闘会議県人事

委員会要請・署名提出

28 西条市職労定期大会

愛媛県自治体問題研究所

理事会・研究例会

【10月】

１ 地方自治研究全国集会

（web～２）

全労連青年部定期大会

（東京・web併用～２）

３ 自治労連全国代表者会議

（web）

８ 四国ブロック現業評議会

労働学校（新居浜）

14 10.14自治労連全国統一

行動・現業統一行動

15 県本部拡大執行委員会

青年部幹事会

19 宇和島市職執行委員会

20 いのちまもる10・20総行

動

27 今治市職定期大会

29 医療介護評議会定期総会

30 介護関係労働者全国交流

集会

【県本部労働学校】９月10～11日、県本部は2022労働学校をweb併用で開催、２

日間でのべ13単組28人が参加。今回の労働学校では自治労連運動の基礎（要求・

運動・組織、自治体労働者論、労働基本権、自治研活動）をテーマに学びました。

第１講義では「2022賃金確定闘争に向けて—2022人勧、定年引上げ、ケア労働

者処遇改善、会計年度任用職員の労働条件改善」をテーマに自治労連本部・佐賀中

執を講師に学習。「22人勧の特徴と課題」「会計年度任用職員の処遇改善、誇りと

怒りの“3T”アクションなどで安定した継続雇用の要求」「ケア労働者処遇改善では原資が一般財源化など、要求しなければ

改善しない」「定年引上げでの制度と課題」など2022確定闘争の要求全般について発言。「コロナ危機のもと住民を守って

奮闘する公務員にふさわしい賃金・労働条件の改善、それらをすべての労働者の大幅賃上げにつなげていくことが必要」「住

民の命を守る、職員を守る運動を両輪としてとりくむ」など話されました。

第２講義では「2022賃金闘争をどう勝ち取るか—賃金、休暇、会計年度任用職員等、

県内課題と具体的戦術」として県本部・森賀委員長を講師に、内子町での改善を紹介し

「県内自治体の昇格基準表」をもとに「若いうちに次の給料表へと給与水準をあげてい

くことを実現する要求を」と県内自治体の昇給制度を解説して昇格基準の改善・見直し

を求めようと学習しました。あわせて定年引上げでの60歳後の給与水準7割運用の手法

のあり方について問題提起し、定年引上げでの改善要求を出すことを求めました。

第３講義では「自治体労働者として（民主的自治体労働者論）」をテーマに「財政分析とコロナ禍からの自治体の活性化」

「現業職場（給食）の民営化」「子どもたちにもう一人保育士を」「医療職場の現状と地域医療を守る住民共同の運動」につ

いて、各部評代表や参加者から報告があり、各部評でのとりくみについても学びました。

第４講義では「見える組合活動に向けて—機関紙、組合情報、SNS等の活用」について、県本部・堀川書記次長を講師に、

県本部の情報発行と県本部からの発信、組合員に届く情報のあり方などについて問題提起と意見交換を行いました。

愛媛会場



今
治
水
道
労
組
は
９
月

12

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

７
人
が
参
加
。
学
習
資
料
と

し
て
「
水
道
事
業
全
県
一
元

化
」
「
全
国
初
の
官
民
広
域

連
携
へ
」
の
新
聞
記
事
を
紹

介
。
活
動
経
過
で
は
、
定
年

引
上
げ
に
つ
い
て
の
人
事
課

協
議
の
報
告
が
あ
り
、
管
理

職
に
も
よ
び
か
け
て
「
定
年

引
上
げ
の
制
度
説
明
会
」
を

９
月
中
に
計
画
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
協
議
事
項

で
は
、

10月
上
旬
に
職
場
懇

談
会
を
実
施
し
て
意
見
集
約

し
、

10月
中
に
「
人
員
要
望

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
を
相

談
。
参
加
者
か
ら
「
水
道
事

業
は
経
験
の
蓄
積
と
技
術
の

継
承
が
大
事
と
い
う
こ
と
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

10月

執
行
委
員
会
で
、
職
場
か
ら

の
人
員
要
望
の
取
り
ま
と
め
、

11月
定
期
大
会
準
備
と
役
員

改
選
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

中
予
総
支
部
は
８
月

20日
、

定
期
総
会
を
開
催
し
、
４
単

組
４
人
が
参
加
。
経
過
報
告
・

会
計
報
告
に
続
い
て
、
自
治

労
連
本
部
大
会
・
愛
媛
労
連

定
期
大
会
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

定
期
大
会
へ
の
参
加
を
は
じ

め
と
し
た
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
確
認
。
続
い
て
役
員
改

選
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

11

月
に
想
定
さ
れ
る
市
町
村
職

員
共
済
組
合
議
員
選
挙
に
つ

い
て
も
、
前
回
同
様
に
中
予

総
支
部
各
単
組
で
の
対
応
、

議
員
候
補
の
選
出
な
ど
の
準

備
を
進
め
る
こ
と
と
い
っ
た

状
況
の
確
認
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応

す
る
形
で
、
次
回
の
中
予
総

支
部
単
組
代
表
者
会
議
を
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

青
年
部
は
９
月

11日
、
幹

事
会
を
開
催
し
４
単
組
４
人

が
参
加
。
新
体
制
最
初
の
幹

事
会
と
な
る
た
め
、
今
年
度

の
主
な
活
動
と
日
程
な
ど
を

確
認
。
県
自
治
研
青
年
講
座

に
つ
い
て
、
全
体
テ
ー
マ
で

あ
る
「
移
住
・
定
住
・
公
共

交
通
」
に
関
連
し
た
内
容
で

「
ど
う
し
た
ら
若
い
人
が
住

み
や
す
い
か
」
を
出
し
あ
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

①
自
分
が
住
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
、
②
現
在
か
ら

20年
後

の
ま
ち
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
、
③
①
②
を
ふ
ま
え
た
ま

と
め
を
軸
に
整
理
し
て
テ
ー

マ
と
し
、
次
回
幹
事
会
で
細

部
確
認
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
幹
事
会
に
続
い
て
、
愛

知
県
本
部
青
年
部
と
ｗ
ｅ
ｂ

で
つ
な
ぎ
、
「
愛
媛
と
愛
知

の
交
流
会
」
に
つ
い
て
顔
合

わ
せ
と
意
見
交
換
会
を
実
施
。

「
同
じ
『
愛
』
が
付
く
愛
知

と
愛
媛
で
何
か
交
流
で
き
な

い
か
」
と
の
話
が
出
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
、

10月

15日
に
愛
知
と
の
交
流
会
を

決
定
し
ま
し
た
。

９
月
３
～
４
日
「
第

42回

自
治
体
に
は
た
ら
く
女
性
の

全
国
交
流
集
会

inＫ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ｉ
」
が
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
開
催

さ
れ
、
全
国
の
女
性
２
３
８

人
が
参
加
。
４
日
の
全
体
会

で
は
、
大
阪
大
学
・
島
岡
ま

な
副
学
長
が
「
目
に
余
る
日

本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

～
意
識
と
制
度
の
改
革
で
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
～
」
と
題
し

た
記
念
講
演
。
運
動
交
流
で

は
「
職
場
を
・
い
の
ち
を
・

憲
法
を
守
る
」
各
分
野
で
報

告
。
午
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
女
性
の
リ
ア
ル
～
ジ
ェ

ン
ダ
ー
問
題
、
貧
困
に
つ
い

て
自
治
体
に
何
を
求
め
、
求

め
ら
れ
て
い
る
か
～
」
を
聞

き
、
自
治
体
職
員
と
し
て
す

べ
き
こ
と
、
そ
し
て
、
職
場

の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

９
月

12日
、
執
行
委
員
会
を

開
催
し
５
人
が
参
加
。
佐
野

委
員
長
か
ら
県
本
部
労
働
学

校
へ
参
加
し
た
感
想
と
し
て

「
給
料
表
格
付
や
ケ
ア
労
働

の
処
遇
改
善
を
す
す
め
る
必

要
性
を
感
じ
た
。
秋
季
要
求

書
提
出
に
む
け
て
要
求
課
題

を
出
し
て
ほ
し
い
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

10月
か
ら
の

医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
額

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
ま

ず
は
改
善
額
を
優
先
す
る
こ

と
と
し
て
国
の
制
度
設
計
通

り
の
対
象
者
へ
の
配
分
を
組

合
も
了
承
す
る
こ
と
を
確
認
。

夜
間
勤
務
に
対
す
る
手
当
改

善
に
向
け
て
は
近
隣
自
治
体

病
院
の
手
当
額
な
ど
を
ま
と

め
た
も
の
を
資
料
と
し
て
改

善
の
要
求
を
ま
と
め
ま
し
た
。

定
年
引
上
げ
に
対
す
る
条
例

改
正
の
進
捗
情
報
も
確
認
し
、

執
行
委
員
か
ら
も
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
３
日
、
愛
媛
労
連
第

34回
定
期
大
会
に

60人
が
参

加
。
経
過
報
告
で
は
春
闘
期

か
ら
の
賃
上
げ
・
底
上
げ
の

と
り
く
み
、
組
織
拡
大
、
雇

用
と
生
活
を
守
る
と
り
く
み

に
つ
い
て
報
告
。
運
動
方
針

で
は
今
秋
か
ら
年
末
の
と
り

く
み
に
つ
い
て
、
職
場
で
困

難
を
抱
え
る
労
働
者
の
声
を

聞
き
、
組
合
の
仲
間
に
迎
え
、

一
緒
に
た
た
か
っ
て
要
求
を

実
現
さ
せ
る
。
一
人
ひ
と
り

の
組
合
員
が
力
を
付
け
、
各

労
組
が
今
い
る
と
こ
ろ
か
ら

ワ
ン
ラ
ン
ク
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
す
る
活
動
で
、
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
春
闘
を
迎
え
る
。

と
り
く
み
の
全
て
に
組
織
拡

大
を
位
置
づ
け
、
要
求
運
動

の
中
で
仲
間
を
増
や
し
た
い

と
思
え
る
活
動
を
広
げ
よ
う

と
方
針
提
起
。
討
論
で
は

12

人
が
発
言
し
、
運
動
方
針
な

ど
を
採
択
。
働
く
も
の
の
人

間
ら
し
い
労
働
と
生
活
の
実

現
へ
と
り
く
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

■
２
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
あ
る
２

学
期
。
今
年
こ
そ
、
子
ど
も

た
ち
が
お
も
い
っ
き
り
楽
し

め
ま
す
よ
う
に
。

（
伊
予
・
上
本
）

■
夏
休
み
。
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
秋
に
突
入
。
台

風
が
来
ま
せ
ん
よ
う
に
！

（
内
子
・
宮
田
）

■
夏
休
み
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ

に
運
動
会
。
息
子
は
高
校
最

後
の
運
動
会
。
コ
ロ
ナ
禍
で

入
学
か
ら
ず
っ
と
制
限
の
あ
っ

た
高
校
生
活
。
そ
ん
な
中
で

も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

（
西
予
・
中
井
）

■
二
児
の
母
に
な
り
５
月
に

育
休
復
帰
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
毎
日
保
育
園
で
覚

え
て
き
た
歌
や
手
遊
び
を
披

露
し
て
く
れ
る
時
間
が
私
に

と
っ
て
至
福
の
ひ
と
時
で
す
！

（
新
居
浜
・
藤
田
）

■
４
月
か
ら
、
長
女
の
入
学

と
自
分
の
転
職
が
重
な
り
、

慌
た
だ
し
い
毎
日
で
、
親
子

共
々
少
し
ず
つ
新
生
活
に
慣

れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
夏
休

み
！
子
ど
も
の
宿
題
と
学

童
の
お
弁
当
作
り
に
毎
日
ク

タ
ク
タ
で
す
が
、
家
族
や
前

職
場
、
現
職
場
の
方
々
に
支

え
ら
れ
頑
張
っ
て
ま
す
！

（
今
治
・
越
智
）

■
い
よ
い
よ
９
月
い
っ
ぱ
い

で
、
私
の
産
ま
れ
故
郷
を
舞

台
と
し
た
朝
ド
ラ
も
終
了
。

主
題
歌
「
燦
燦
」
の
♪
大
丈

夫
ほ
ら
見
て
い
て
…
を
信
じ

見
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
沖

縄
県
民
か
ら
み
て
も
ツ
ッ
コ

ミ
満
載
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、

ナ
ン
ク
ル
ナ
イ
サ
～
と
呟
く

し
か
な
い
日
々
で
し
た
。

（
西
予
・
山
里
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４８号

２０２２年 ９月２０日

■
５
４
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
シ
コ
ク
カ
ル
ス
ト
」

（
四
国
カ
ル
ス
ト
）
で
し
た
。

正
解
は

19通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

越
智
志
珠
（
今

治
）

藤
田
千
恵
子
（
新
居
浜
）

曽
根
和
也
（
内

子
）

毛
利
恵
美
（
宇
和
島
）

中
井
由
紀
子
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
５
０
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①いつも来てなれ親しんでいる客

④男性を指すやや古めかしい言い方

⑦映画等で、その人物に扮して演じる人の

こと。役者

⑧♪ああ栄冠は君に○○○○

⑨（テレビ番組）ポツンと○○○○家

【タテのカギ】

①「鳴門地方で特産の海藻」を称して

②うわさなどを聞きつけるのが早い

③光陰○○如し

⑤することがなく、時間をもてあます。

○○○○しのぎ

⑥運が良いこと

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
７

文
字
で

、

「
世
界
遺
産

」
の
あ

る
像
に
し

て
下
さ

い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


